
自彊 
 

私立受験に向けて 

 私立高校入試を目前に控え、三年生にとって緊張感の高まる時期を迎えました。冬休み中も自ら

学習計画を立て、日々の課題や苦手分野と粘り強く向き合ってきたことと思います。その積み重ね

は、目に見えにくくとも確実に力となり、皆さん一人一人の土台を支えています。今は結果にとら

われ過ぎることなく、これまで培ってきた力を信じ、落ち着いて本番に臨むことが大切です。受験

当日は、気力も体力も消耗することになります。今のうちから、生活リズムを整え、体調管理を最

優先にしてください。これまでの努力が十分に発揮されることを願っています。 

 

１ 第 3回南部校長会テストについて 

  １月９日（金）に第３回南部校長会テストが行われます。以下の２点を確認してください。 

①明日の登校時間は８:１５になります。普段より１０分早くなりますのでご注意ください。 

 

②今回のテストでも志望校の記入と集計を行います。朝の短時間で記入しますので、スムー

ズに回答できるよう、本日配布しました学校コード表を通じて、第一志望の学校名とその学

校コードを確認してきてください。 

 

２ 私立高校の出願について 

  本日、１月８日までに私立高校向けの調査書をお渡ししました。今年度も多くの学校でインター

ネットによる出願方式で行われています。インターネットでの出願手続きを完了している人が多い

と思いますが、まだの人は日程に余裕をもって手続きを進めてください。願書提出や調査書等の郵

送日の締切日は学校により異なります。募集要項に記載されている日程を確認した上で確実に手続

きを進めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 私立高等学校出願報告書について 

  出願を終えた私立高校について報告書を 

１月１６日(金)までに提出してください。 

 用紙に関しては 2学期終業式の日に配布し 

てあります。追加で必要な場合には担任に 

相談してください。 
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※出願書類における注意事項 
〇 印鑑を使用する場合は、シャチハタ等のスタンプ式のものではなく、普通の印鑑（朱肉で押印する
もの）を使用します。 

〇 証明写真は、制服姿のものを使用しましょう。また、裏面に氏名等を記入してから貼る場合もある
ので注意してください。 

〇 返信用封筒に切手を貼って提出する場合もあります。その際、切手の貼り忘れ等がないように気を
付けます。なお、封筒の宛名で、自分宛の場合は「○○○行」(様ではない)、高校学校長宛の場合は
「○○高等学校長様」に直すのがマナーです。 

 
私立高等学校出願報告書 



４ さいたま市立高等学校、川口市立高等学校のウェブ出願システムについて 

 さいたま市立の高等学校と川口市立高等学校については埼玉県立高等学校の出願とは異なるシ

ステムを用いることになります。さいたま市の教育委員会が発表している「令和８年度埼玉県公

立高等学校入学者選抜 さいたま市立高等学校への出願方法」を確認してください。 

また、川口市立高等学校もさいたま市と同じシステム（miraicompass）を用いますので参考に

してください。 

 

「令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜 さいたま市立高等学校への出願方法」 

 

 

 

「さいたま市高校教育課」 

https://www.city.saitama.lg.jp/006/015/035/002/p063630.html 

 

 

 

「川口市立高等学校 入試情報」 

https://kawaguchicity-hs.ed.jp/school/exam 

 

 

 

５ 三者面談について 

   1月に行われる三者面談について本日、各担任からお知らせを配布しました。まずは自分自身で

しっかり確認をして、必ず保護者の方に渡してください。 

（１）期間   １月２８日（水）２９日（木）３０日（金）の３日間 

（２）対象者  希望者（公立高校受検志望者中心） 

（３）内容 

①公立受検校の決定（第３回南部校長会テストの結果を踏まえた受検校の検討） 

②特別な選抜の確認（希望する生徒のみ） 

③第二志望の確認（ある生徒のみ） 

④実技の内容の確認（ある生徒のみ） 

⑤志願先変更の確認 

⑥不合格時の確認 

⑦電子出願システムによる手続き方法について 

（４）準備物 

①県公立高校調査書作成願（黄色い紙）   ②その他出願に必要な書類 

（５）事前に確認しておくこと 

①受検校※第二志望や実技の受検科目も決めておく 

②志願先変更の条件と変更先の高校※変更する条件（倍率の数値）を具体的に 

③不合格時の動き※私立の手続きや欠員補充など 

④特別な選抜を行うかどうか※不登校特別選抜や受検時の配慮願いなど 

 


